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市民・事業者・市の役割（案）

１．計画推進のための役割分担

本計画を推進するために、ごみの排出主体であり、減量化及びリサイクルの実践者でもある市民、

事業者、本市が、お互いに協力・連携し、それぞれの役割を全うすることが必要です。市民、事業者、

本市に期待する役割をつぎに示します。

２．市民の役割

各世帯がごみの排出者である自覚を持ち、ごみの減量及びリサイクルについて積極的に関心を持

ち、発生抑制、再使用、再生利用を実践していくことが求められます。

主な取組内容

‐食品ロス‐

n 計画的な買い物をする

n 食べ残しをしない

n 食品ロスを意識した調理

n フードドライブへの協力

‐リフューズ(発生回避)、リデュース(発生抑制)‐
n レジ袋や使い捨て食器など不要なものをもらわない

n マイバッグやマイボトルを携帯する

n 生ごみの水切り、詰め替え商品の利用など

‐リユース（再使用）‐

n 衣類や家具などのリユース

‐リサイクル（再利用）‐

n プラスチックごみの分別徹底

n 雑紙の分別徹底

n 小売店などの店頭回収の利用

n 電池などの拠点回収の利用

n リサイクル活動補助金制度を活用したリサイクル活動の活性化

‐環境保全活動の学習‐

n 分別説明会や体験会への参加

n お届け講座、施設見学会への参加

n 地域における環境教育・環境学習の実施・参加

‐災害への対策‐

n 災害に備えた退蔵ごみの適正排出

n 災害時の分別区分、排出ルールや仮置き場運用ルール等の確認
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３．事業者の役割

事業活動におけるごみの排出者である自覚を持ち、排出者責任や拡大生産者責任に基づき、発生抑制、

再使用、再生利用及び適正処理に主体的に取り組むことが求められます。

主な取組内容

‐ごみ減量‐

n 事業所のごみ減量対策

n 事業系一般廃棄物の減量等に関する計画書の作成

‐食品ロス‐

n 3010 運動やドギーバッグ（食べ残しの持ち帰り）の推進

n フードドライブなどの取組

‐リフューズ(発生回避)、リデュース(発生抑制)‐
n 量り売りの推進（包装の削減）

n レジ袋や使い捨て食器等の過剰な提供を控える

‐リユース（再使用）‐

n オフィス家具などのリユース

‐リサイクル（再利用）‐

n 小売店などでの店頭回収の推進

n 一般廃棄物処分業者（民間の資源化ルート）への委託

n 従業員の飲食(ペットボトルなど)に伴うの資源ごみの分別徹底

‐事業系一般廃棄物の適正処理‐

n 事業系一般廃棄物の適正な排出

n 事業系一般廃棄物管理責任者の提出

n 立入調査への協力、指導事項の遵守

‐災害への対策‐

n 災害時の分別区分、排出ルールや仮置き場運用ルール等の確認

n 保有する有害ごみの情報共有

４．市の役割

市民及び事業者と協力・連携し、減量化及びリサイクル並びに適正処理のための施策を推進します。

主な取組内容

‐ごみ減量・資源化の推進‐

n 目標の周知と進捗評価

n リサイクル活動の費用対効果を踏まえた制度の継続的改善

n リフューズ、リデュースの情報発信

‐食品ロス‐

n 食品ロス削減に資する情報の提供

n 事業者と連携した食品ロス削減運動の展開

‐市民向け啓発活動‐

n 家庭でできるごみ減量取組の紹介

n 店頭回収、拠点回収のＰＲ

n 市民、学校、事業者等に向けた分別説明会の実施
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n わかりやすい情報発信

n 雑がみ・プラスチックの分別促進

n ごみ分別パンフレットの見直し、全戸配布

n 外国人に向けた情報提供の充実

n ＳＮＳを活用した情報発信

n お届け講座、施設見学会の実施

n リサイクル活動（集団回収）推進のための情報発信

n 転入者へ提供する情報の拡大

‐事業者向け啓発活動‐

n 事業者ができるごみ減量取組の紹介

n 雑がみ・プラスチックの分別促進

n 「事業系ごみの適正処理と減量の手引き」の配布

n 事業系ごみ適正処理の情報発信

n 定期的な展開検査、立入調査の実施

n 多量排出事業者及び事業用大規模建築物などの認定

n 一般廃棄物処分業者（資源化ルート）の情報発信

‐不法投棄対策‐

n 不法投棄対策の推進

n 処理困難物の処理先の調査及び情報提供

‐体制の見直し・構築‐

n 各施策のスケジュール管理

n 新たなリユース拠点整備の検討や、民間サイトを含む情報交換の支援

n 分別基準の見直し

n 事業系ごみ有料シール券制度の見直し

n ごみ分別アプリの導入の検討

n 環境教育・学習機能の充実

n ごみ出し困難世帯への支援拡大の検討

n 資源物や有価物の資源化ルートの調査・検討

n 廃棄物会計の導入検討

n ごみ有料化の検討

‐ごみ処理広域化関連‐

n 広域化や広域施設に関する積極的な情報発信

n 広域ごみ処理施設に合わせた分別基準の見直し

n 資源ごみの広域化推進

n 朝霞市との定期的な協議

‐災害への対策‐

n 災害廃棄物処理計画の定期的な見直しと職員研修の実施

n 近隣自治体及び関連団体等との連携体制の構築

n 災害廃棄物の排出ルールの周知

n 退蔵ごみの適正排出の推進

n 有害ごみ等の情報把握


